
Public relations of Minami-aizu

笑顔で卒業

まちの人口（平成 25年 4月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,724 人（171 人減）  男 8,613 人（84 人減）  女 9,111 人（87 人減）  世帯数 6,833 世帯（57 世帯減）※ (　) 内は前月比

2013
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№ 85

特集  閉 校

66年の歴史を閉じた伊南中学校の最後の卒業生となった10人
自分たちの夢に向かい、笑顔で学びやを巣立っていきました
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　3月13日、町立伊南中学校最後の卒業
式。伊南中最後の年を駆け抜けた子ども
たちは、夢と希望を胸に学びやを後にし
ました。

Pick Up
Event

南
会
津
は
温
か
く

　
　
　
　
選
手
た
ち
を
迎
え
た

　

３
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
会
津
高

原
南
郷
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
前
半

戦
。
９
日
に
は
、
選
手
た
ち
を
歓
迎

す
る
た
め
『
歳
の
神
』
を
実
施
。
甘

酒
や
地
酒
、
も
ち
を
振
る
舞
い
、
大

会
の
成
功
を
祈
り
ま
し
た
。

　

14
日
か
ら
18
日
ま
で
会
津
高
原
た

か
つ
え
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
後
半

戦
。
14
日
に
は
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
選
手
た
ち
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

　

舘
岩
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
太
鼓
演

奏
や
、
米
や
地
酒
な
ど
地
元
産
品
が

当
た
る
抽
選
会
な
ど
を
実
施
し
、
全

国
各
地
か
ら
訪
れ
た
選
手
た
ち
に
南

会
津
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
郷
ス
キ
ー
場
、
た
か
つ

え
ス
キ
ー
場
の
競
技
会
場
内
で
は
、

大
会
中
毎
日
、
温
か
い
豚
汁
を
選
手

や
関
係
者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

「
も
て
な
し
」
は
続
く

　

選
手
た
ち
を
温
か
い「
も
て
な
し
」

の
心
で
迎
え
、
成
功
に
終
わ
っ
た
今

大
会
。
次
回
大
会
も
本
町
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
次
回
大
会
も
さ
ら

な
る
「
も
て
な
し
」
で
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。
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4月号

1_15日に行われたスノーボードクロスは４人の選手が同時に
スタートし、１着を争う勝ち抜き競技　2_コーナーなどでの
コース取りの駆け引きが見ものでした。　3_大会中に振舞わ
れた温かい豚汁は、選手はじめ関係者を癒しました。　

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ア
マ
チ
ュ
ア
№

１
を
決
め
る
「
第
31
回
全
日
本
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会
」
が
、
３
月

９
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
町
内
の

会
津
高
原
南
郷
ス
キ
ー
場
と
会
津
高

原
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
支
援
を
目
的
に
、

福
島
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
、
ス
ノ
ー
ス
ロ
ー

プ
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス
、
デ
ュ

ア
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
の
５
種
目
に
約

１
０
０
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
関
係
者
は
言
い
ま
し
た
。「
こ

の
地
で
大
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
は

大
正
解
だ
っ
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
成
功

さ
せ
た
い
」

　

成
功
の
裏
に
は
、
南
会
津
の
「
も

て
な
し
」
の
心
が
あ
り
ま
し
た
。

温
か
い
『
も
て
な
し
』
が
生
ん
だ

　
　
　
　
　
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

第
31
回
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会

1

2

3

4_選手たちを歓迎し、9日に行われた「歳の神」。
炎と煙に苦戦しながら、もちを焼いていました。
5_歳の神会場では、甘酒が振る舞われました。
6_14日にたかつえスキー場で行われたウェルカム
パーティー。地元の舘岩太鼓保存会の勇壮な響き
が選手たちを出迎えました。
7_ウェルカムパーティーで行われた抽選会では、
南会津産の米や地酒などが景品とあって、大好評
でした。

4

5

6

7

10日に行われたハーフパイプ（会津高原南郷スキー場）
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Top News

伊
南
と
南
郷
の
観
光
施
設

　
　
　
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

　

３
月
８
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
平
成
25
年
第
１
回
南
会
津

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
伊
南
地

域
と
南
郷
地
域
の
ス
キ
ー
場
を
は
じ

め
と
す
る
観
光
施
設
の
指
定
管
理
者

が
、
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
決
定

し
ま
し
た
。

　

伊
南
地
域
と
南
郷
地
域
の
各
観
光

施
設
は
、
広
報
み
な
み
あ
い
づ
１
月

号
で
も
説
明
し
ま
し
た
「
第
三
セ
ク

タ
ー
に
対
す
る
町
の
方
針
」
に
基
づ

き
、
施
設
の
指
定
管
理
者
を
公
募
制

へ
移
行
し
、
１
月
中
に
指
定
管
理
者

の
申
請
受
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
南
地
域
に
は
４
社
、
南
郷
地
域

に
は
３
社
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
２
月
12
、
13
日
に
「
指
定
管
理

者
候
補
者
選
定
委
員
会
」
を
開
催
。

両
地
域
に
お
け
る
各
観
光
施
設
の
指

定
管
理
者
候
補
者
を
選
定
し
、
３
月

定
例
議
会
の
議
案
と
し
て
提
出
し
ま

し
た
。

　

町
議
会
の
議
決
に
よ
り
、
各
観
光

施
設
の
指
定
管
理
者
は
下
記
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

　

本
来
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
指

定
管
理
者
の
下
、
業
務
を
ス
タ
ー
ト

す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
施
設
の
精

算
や
備
品
等
の
引
継
ぎ
等
の
移
行
準

備
期
間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
南
郷

地
域
の
さ
ゆ
り
荘
・
さ
ゆ
り
会
館
以

外
は
、
６
月
30
日
ま
で
、『
み
な
み

や
ま
観
光
㈱
』
が
指
定
管
理
者
と
し

て
移
行
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
指
定
管

理
者
の
下
、
平
成
27
年
度
に
計
画
さ

れ
て
い
る
「
見
直
し
」「
判
断
」
を

視
野
に
入
れ
、
再
生
へ
向
け
て
動
き

始
め
ま
す
。

　

な
お
、
田
島
地
域
と
舘
岩
地
域
の

各
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
の
指
定
管
理
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地域 施設名 平成25年
4月1日～ 6月30日 平成25年7月1日～平成28年3月31日

伊南地域

高畑スキー場 みなみやま観光㈱ ㈱マックアースリゾート福島
花木の宿 みなみやま観光㈱ ㈱共立メンテナンス
窓明の湯・駒の茶屋 みなみやま観光㈱ ㈱共立メンテナンス
オートキャンプ場 みなみやま観光㈱ ㈱マックアースリゾート福島

南郷地域

南郷スキー場 みなみやま観光㈱ ㈱マックアースリゾート福島
さゆり荘・さゆり会館 みなみやま観光㈱
きらら２８９ みなみやま観光㈱ ㈱マックアースリゾート福島
高清水自然公園 みなみやま観光㈱ ㈱マックアースリゾート福島

1

Top News
2 年長児（５歳以上児）の保育料が無料になります

保育園・幼稚園

　南会津町の将来を担う子どもたちは、町の宝
です。町では、子どもたちの健やかな成長を支
援するため、さまざまな事業を行っています。
　町は、さらに子育て世帯を支援するため、平
成25年度から公立・私立の「保育所」「幼稚園」
に通う年長児（５歳以上児）の保育料、または
授業料を無料とします。
　年長児（５歳以上児）は、平成20年4月1日以
前に生まれたお子さんです。

　詳しくは、本庁健康福祉課子育て支援係、各
総合支所町民課健康福祉係、または教育委員会
学校教育課学校係に問い合わせてください。

　＜保育所＞本庁健康福祉課子育て支援係　
　　　　　　　 　0241-62-6170
　　　　　　舘岩総合支所町民課健康福祉係
　　　　　 　　　0241-78-3325
　　　　　　伊南総合支所町民課健康福祉係
　　　　 　　　　0241-76-7713
　　　　　　南郷総合支所町民課健康福祉係
　　 　　　　　　0241-72-2225　　　　
　＜幼稚園＞教育委員会学校教育課学校係
　　　　 　　　　0241-62-6300

問

℡

℡

℡

℡

℡

各観光施設の指定管理者決定状況

特集

  閉 校

この春、４つの学校がその歴史を閉じた。
地域の中心として輝かしい歴史と伝統をもつ
針生小、檜沢小、伊南中、南郷中。

歴史は閉じる。
しかし、築いていた歴史や伝統、
そして想いは新しい学校に受け継がれます。
地域に育てられた子どもたちによって。

閉校した４つの小中学校の記念誌
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針生小学校

　

３
月
22
日
に
行
わ
れ
た
針
生
小
学
校
閉

校
式
に
は
、
全
校
児
童
、
保
護
者
、
教
職

員
、
地
域
住
民
、
町
関
係
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

渡
部
龍
一
副
町
長
の
式
辞
、
五
十
嵐
竹

則
教
育
長
の
教
育
委
員
会
告
示
に
続
き
、

宇
内
伸
一
校
長
が
「
針
生
小
学
校
の
歴
史

は
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
針
生
小
と
檜
沢

小
が
一
つ
に
な
り
ま
す
が
、
両
校
の
伝
統

を
融
合
さ
せ
て
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
が
新
し
く
誕
生
す
る
『
桧
沢

小
学
校
』
へ
の
思
い
を
発
表
。「
た
く
さ

ん
の
友
だ
ち
を
作
り
た
い
」「
早
く
み
ん

な
の
名
前
を
覚
え
た
い
」「
下
級
生
に
い

ろ
い
ろ
教
え
た
い
」
な
ど
、
新
し
い
学
校

へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
校
門
に
作
ら
れ
た
記
念

碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

針
生
小
学
校
は
、明
治
10
（
１
８
７
７
）

年
創
立
。
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
行

う
運
動
会
な
ど
、
地
域
と
一
つ
と
な
り

１
３
５
年
の
歩
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

小
規
模
校
な
が
ら
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

ス
キ
ー
な
ど
で
県
内
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
、『
針
生
っ
子
』
は
地
域
に
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

針
生
小
学
校 

校
歌

　
　
　
　

  

田
島
町
教
育
委
員
会　

選
定

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

広
市　

作
曲

　

山
な
み
は
る
か
雲
白
く

　

駒
止
に　

光
輝
き
て

　

み
な
も
と
深
き
大
川
の

　

流
れ
ぞ
こ
こ
に
湧
き
出
づ
る

　

あ
ゝ
針
生　

わ
れ
ら
の
針
生
小
学
校

　

朝
風
わ
た
る　

学
舎
の

　

し
る
し
と
咲
き
し
水
芭
蕉

　

真
白
き
花
も
芳
し
く

　

姿
清
ら
に
寄
り
集
う

　

あ
ゝ
針
生　

わ
れ
ら
の
針
生
小
学
校

　

雲
立
ち
の
ぼ
る
七
ツ
岳

　

わ
が
師
と
共
に
仰
ぎ
見
て

　

高
き
理
想
を
目
ざ
し
つ
つ

　

学
び
の
道
に
励
ま
な
ん

　

あ
ゝ
針
生　

わ
れ
ら
の
針
生
小
学
校

針生小学校 135 年の沿革
明治 10 静川小学校より分離し、「針生小学校」と称す

26 針生尋常小学校と称す
36 大暴風雨のため校舎全壊
37 校舎新築

大正 元 檜沢地区尋常小学校を合併し、福米沢に本校に
置く。以来「檜沢小学校針生分教場」となる

昭和 34 田島町立針生小学校に改称
37 校歌・校旗制定
44 独立 10 周年記念行事
48 県指定統計教育発表会を開催
52 校舎新築・移転 ( 鉄筋コンクリート一部四階建 )
54 独立 20 周年記念行事
59 三菱広報委員会より学校賞 ( 絵画 ) を受賞
62 屋内運動場新築・屋外用具室新築

平成 2 簡易プール設置

7 PTA「社会教育関係功績顕著な団体」
県教育委員会表彰

8 県交通対策協議会「優良交通関係団体」表彰
9 県「保健安全優良校」表彰

12 新校門建立、学校進入路完成記念式典
独立 40 周年記念行事

13 青少年赤十字研究推進校指定
14 優良 PTA 文部科学大臣賞受賞

15 へき地教育功績顕著な団体表彰
県エコライフ実践校事業知事表彰

17 学力支援プロジェクト指定

18 町村合併により南会津町立針生小学校と改称
福島県体力・運動能力優秀校

19 学校給食優良文部科学大臣表彰

20

県学校緑化コンクール「県森林組合連合会長
賞」受賞
花いっぱいコンクール知事賞 ( 福島民友新聞
社 )

24 県交通安全優良学校表彰

1_全校児童が一人一人、新しい学校への思いを発表
しました。
2_式終了後には校門に作られた記念碑の除幕式が行
われました。
3_記念碑に添えられた記念プレートには「ありがと
う わがまなびや 針生小学校」という言葉とともに
校歌、沿革が書かれている。

3

2

4

5

1

4_渡部副町長(左)に校旗を返納する宇内校長(中央)
と児童代表の星潤次郎くん(右)
5_参加者全員で校歌を合唱。万感が胸に迫りました。

特集　閉校

“針生っ子”を見守りはぐくんだ
自然・地域の人々にありがとう
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檜
沢
小
学
校 

校
歌

　
　
　
　

  

一
谷　

清
昭　

作
詞
・
作
曲

 

一 

す
く
す
く
の
び
る
山
の
木
の

　

  

す
な
お
な
心
、
あ
か
る
い
え
が
お

　

  

雲
に
つ
ら
な
る
駒
止
の

　

  

あ
ら
し
に
雪
に
ま
け
な
い
か
ら
だ

　

  

よ
い
子
、
つ
よ
い
子
、
げ
ん
き
な
子

　

  

わ
た
く
し
た
ち
の
檜
沢
小
学
校

 

二 

み
ん
な
の
う
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
の

　

  

昔
の
ゆ
か
り
、
は
る
か
な
歴
史

  　

実
か
ら
そ
だ
っ
た
若
い
木
が

　

  

や
が
て
う
け
つ
ぐ
新
た
な
時
代

　

  

よ
い
子
、
つ
よ
い
子
、
か
し
こ
い
子

　

  

わ
た
く
し
た
ち
の
檜
沢
小
学
校

 

三 

谷
に
と
ど
ろ
く
建
設
の

　

  

歌
の
や
ま
び
こ
力
の
こ
だ
ま

　

  

今
こ
そ
ひ
ら
く
あ
す
の
日
の

　

  

豊
か
な
文
化
、
平
和
な
日
本

　

  

よ
い
子
、
つ
よ
い
子
、
あ
か
る
い
子

　

  

わ
た
く
し
た
ち
の
檜
沢
小
学
校

檜沢小学校 140 年の沿革
明治 6 福米沢村常楽院を仮校舎とし開設

20 福米沢に一つの尋常小学校を設置し、針生、静川、
金井沢、塩江、高野に各分教室を設置

21 各分教室が独立。福米沢簡易小学校と称す

23 町村制により各簡易小学校を統合、檜澤尋常
小学校と改称

大正 元 檜澤村内各尋常小学校を統合し、福米沢に本校に
置く檜澤尋常小学校を創設

12 実業補修学校・檜沢青年訓練所補修学校を併設
昭和 10 檜澤村青年学校を併設

16 国民学校令が制定され、檜澤国民学校となる

22 檜沢村立檜沢小学校と改称
高等科廃止

23 檜沢小学校父母と教師の会発足
30 町村合併により田島町立檜沢小学校と改称
35 校舎改築
37 完全給食を実施

38 高野・静川分校を本校に統合
スクールバス運行

48 学校プール完成
創立 100 周年記念式典

50 学校給食優良校文部大臣表彰
平成 3 新校舎竣工

4 新体育館竣工
11 新プール完成

12 学校給食優良校文部大臣表彰
福島県教育研究会生活科研究部県大会出場

18 町村合併により南会津町立檜沢小学校と改称
20 優良 PTA 文部科学大臣表彰
24 「福島議定書」事業「もったいない活動賞」

檜沢小学校
歩みを重ねた１４０年

新生「桧沢小」に想いを引き継ぐ

　

檜
沢
小
学
校
閉
校
式
は
、
全
校
児

童
、
保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
住
民
、

町
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
の
出
席

の
も
と
、
３
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
宅
宗
吉
町
長
の
式
辞
、
渡
部
謙

一
教
育
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
室
井

英
彦
閉
校
式
実
行
委
員
長
の
主
催
者

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
室
井
榮
子
校
長

が
「
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
見

守
ら
れ
、
す
く
す
く
と
素
直
に
伸
び

る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
わ
た
っ

た
檜
沢
小
学
校
が
閉
校
す
る
こ
と
は

寂
し
い
こ
と
で
す
が
、
長
い
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
学
校

に
学
べ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
良
き
伝
統
を
新
生

『
桧
沢
小
学
校
』
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
を
、
教
職
員
を
は
じ
め
全
校

生
で
誓
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

檜
沢
小
学
校
の
四
季
や
学
校
生
活

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
す
る
「
檜
沢
小

学
校
の
思
い
出
」
も
行
わ
れ
、
児
童

一
人
一
人
が
ス
ラ
イ
ド
に
合
わ
せ

て
、
豊
か
な
自
然
と
地
域
の
方
々
の

温
か
い
心
に
包
ま
れ
過
ご
し
た
檜
沢

小
学
校
の
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

　　

檜
沢
小
学
校
は
、
明
治
６
（
１
８

７
３
）
年
の
創
立
以
来
、
１
４
０
年

の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
檜
沢
小
学
校
の
校

舎
は
、
檜
沢
小
と
針
生
小
が
統
合
し

誕
生
す
る
新
生
「
桧
沢
小
学
校
」
の

校
舎
と
し
て
、
新
た
な
歴
史
を
歩
み

始
め
ま
し
た
。

1_出席者全員で校歌斉唱
2_閉校式には多くの来賓の皆さんが出席さ
れ、檜沢小140年の歴史をかみしめました。
3_大宅町長に校旗を返納する室井校長
4_「檜沢小学校の思い出」をスライドで上
映しながら、児童一人一人が思い出を語りま
した。
5_閉校記念品である『檜沢小学校校歌CD』
を受け取る児童代表の渡部葵くん

1

2

3
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平成 25 年４月号　広報みなみあいづ

010

平成 25 年４月号 広報みなみあいづ

10011

広報みなみあいづ  平成 25 年４月号

11

広報みなみあいづ　平成 25 年４月号

伊南中学校

　

伊
南
中
学
校 

校
歌

　
　
　
　
　
　
　

土
井　

晩
翠　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　

信
時　
　

潔　

作
曲

 

一 

南
會
津
の　
　
　

伊
南
村
に

　

  

我
が
中
学
は　
　

基
を
お
く

　

  

新
た
の
天
地　
　

光
明
に

　

  

輝
く
御
世
に　
　

一
斉
に

　

  

心
と
身
と
を　
　

き
た
ふ
べ
し

 

二 

小
を
集
め
て　
　

大
を
成
す

　

  

自
然
の
教　
　
　

朝
夕
に

  　

見
る
伊
南
川
と　

尾
白
山

　

  

知
識
を
集
め　
　

徳
琢
き

　

  

時
を
惜
し
み
て　

勉
む
べ
し

 

三 

正
し
く
強
く　
　

朗
ら
か
に

　

  

希
望
に
満
ち
て　

向
上
の

　

  

道
を
逐
ひ
つ
　ゝ

青
春
の

　

  

意
気
凄
し
く　
　

再
建
の

　

  

國
の
た
め
に
と　

奮
ふ
べ
し

伊南中学校 66 年の沿革
昭和 22 伊南村立伊南中学校として創立

25 校歌・校旗制定
校舎新築

31 校庭拡張整備完了
34 学校ミルク給食実施
35 体育館（へき地集会室）新築

41 大川中学校を廃し、伊南中学校に統合
寄宿舎開設

42 寄宿舎新築

48 安全優良校表彰（日本学校安全会）
学校保健体育研究校全国表彰

50 日本善行会表彰（環境美化）
52 東北中体連剣道大会女子団体第 3 位

53
村スクールバス運行により寄宿舎廃止

「特別活動実態調査」文部大臣表彰
東北中体連剣道大会女子団体準優勝

54
東北中体連剣道大会女子団体優勝
全国中体連剣道大会女子団体第 3 位
校庭拡張

55
県連合 PTA より表彰
福島体育協会表彰（女子剣道部）
米飯給食実施

56 へき地教育振興会表彰
58 新校舎落成
59 東北中体連剣道大会女子団体第 3 位
61 日本体育学校健康センター表彰

平成 3 パソコン室完成
4 七夕書道最高学校賞受賞

5 文部省武道（剣道）指導推進校指定
学校給食優良校文部大臣表彰

9 県書きぞめ展最高学校賞受賞
交通事故０宣言

12 交通事故ゼロ 1,000 日達成大会
13 さくら学級（特別支援）新設
14 交通事故ゼロ 2,000 日達成大会

16 体育館「伊南村地域交流センター」落成
さくら学級（特別支援）廃止

18 町村合併により南会津町立伊南中学校と改称

23 県中体連スキー大会クロカンスキー
女子リレー優勝

剣道・スキーの活躍
文武両道を貫いた６６年

　

３
月
22
日
、
伊
南
中
学
校
閉
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
全
校

生
徒
、
教
職
員
、
地
域
住
民
、
町
関

係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

大
宅
町
長
に
よ
る
式
辞
、
渡
部
謙

一
教
育
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
馬
場

要
助
閉
校
式
実
行
委
員
長
の
主
催
者

あ
い
さ
つ
の
後
、
渡
部
正
弘
校
長
が

「
学
校
は
地
域
の
宝
と
い
う
思
い
が

強
い
地
域
。
統
合
に
あ
た
っ
て
は
苦

渋
の
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
南
会
津
中
学
校
を
子
ど
も
た
ち

は
望
ん
で
い
ま
し
た
。
生
き
生
き
と

し
た
表
情
で
前
向
き
に
進
む
子
ど
も

た
ち
を
応
援
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

思
い
出
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
上
映

し
た
「
伊
南
中
学
校
の
思
い
出
」
で

は
、
懐
か
し
い
写
真
に
出
席
し
た
地

域
の
皆
さ
ん
が
歓
声
を
上
げ
る
な

ど
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ
伊
南
中

学
校
を
し
の
び
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
会
津
地
方
で
活

動
す
る
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
ナ
ス
カ
」

の
２
人
が
登
場
。
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
渡
部
校
長
が
、

「
ナ
ス
カ
」
の
本
田
美
華
子
さ
ん
の

中
学
校
時
代
の
恩
師
と
い
う
縁
で
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
と
い
う
と
、
ど
こ
か
し
ん
み

り
と
し
た
感
じ
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
盛
り
上
げ
よ

う
と
い
う
心
意
気
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
閉
校
式
で
し
た
。

　

伊
南
中
学
校
は
、
昭
和
22
（
１
９

４
７
）
年
創
立
。
以
来
66
年
に
わ
た

り
、
文
武
両
道
を
貫
き
、
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
剣
道
、
ス
キ
ー
に
お
い
て
は

県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
成
績
を
収

め
、
伊
南
中
学
校
の
名
を
県
内
外
に

知
ら
し
め
て
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
巣
立
っ
た

伊
南
中
学
校
の
校
舎
は
、
新
た
に
伊

南
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
、
新
し
い

歴
史
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
築
い
て
い
き
ま
す
。

1_閉校式には全校生徒や地域の方々をはじめ、多
くの方が出席しました。
2_渡部校長から大宅町長に校旗が返納されました。
3_閉校式に臨む伊南中学校最後の子どもたち。伊
南中の歴史と伝統を胸に、4月から新たに『南会津
中学校』の歴史を作っていきます。
4_「ナスカ」の2人によるライブは会場を盛り上げ
ました。
5_伊南中学校として最後の県中学校スキー競技大
会に臨んだ女子3人。リレーで2位となるなど、3人
だけの参加で、女子総合3位、男女総合でも4位と
いう素晴らしい成績を収めました。

1

2

3
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平成 25 年４月号　広報みなみあいづ

012

平成 25 年４月号 広報みなみあいづ

12013

広報みなみあいづ  平成 25 年４月号

13

広報みなみあいづ　平成 25 年４月号

　

南
郷
中
学
校 

校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

小
沼　

宏　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　

三
善　

晃　

作
曲

 

一 

雲
湧
き
あ
が
る
山
な
み
に

　

  

理
想
を
高
く
掲
げ
よ
う

　

  

自
然
の
愛
に
い
だ
か
れ
て

　

  

学
ぶ
よ
ろ
こ
び
励
む
た
の
し
さ

　

  

お
お
手
を
く
ん
で
希
望
に
も
え
て

　

  

わ
れ
ら
は
進
む
進
む
南
郷
中
学
校

 

二 

み
の
り
を
讃
う
清
流
に

　

  

知
徳
を
深
く
汲
み
と
ろ
う

  　

若
き
息
吹
も
す
こ
や
か
に

　

  

創
る
よ
ろ
こ
び
築
く
た
の
し
さ

　

  

お
お
肩
よ
せ
て
勇
気
に
み
ち
て

　

  

わ
れ
ら
は
拓
く
拓
く
南
郷
中
学
校

 

三 

豊
か
に
薫
る
人
の
和
に

　

  

心
を
清
く
育
て
よ
う

　

  

文
化
は
光
る
ふ
る
さ
と
に

　

  

磨
く
よ
ろ
こ
び
競
う
た
の
し
さ

　

  

お
お
眉
あ
げ
て
憧
れ
の
せ
て

　

  

わ
れ
ら
は
誇
る
誇
る
南
郷
中
学
校

南郷中学校 35 年の沿革

昭和 53

大宮中学校、富田中学校の統合により
南郷村立南郷中学校と称す
校舎落成
プール完成

55 校歌制定
60 健康優良校県 1 位
61 健康優良校県 1 位
62 保健体育研究優良校全国表彰

平成 2 緑化整備事業（校庭）
学校保健体育優良校県表彰

3 パソコン導入

4
創立 15 周年記念式典（校歌碑建立、歴代会長
掲載額）
南郷中学校 PTA 県表彰

5 学校安全優良学校表彰
9 体育館前駐車場完成

10 創立 20 周年記念講演会
女子駅伝 3 年連続県大会出場

12 学校基本調査文部大臣表彰
15 福島県学校体育優良校表彰
16 へき地教育功労団体表彰（県教育委員会）

18
町村合併により南会津町立南郷中学校と改称
暖房設備全面改修（集中管理式ストーブ）
福島県下小中学校音楽祭第 1 部合唱「銅賞」

19 福島県下小中学校音楽祭第 1 部合唱「銀賞」
創立 30 周年記念講演会

23 全国中学校スキー大会女子リレー 8 位入賞
24 体育館耐震工事・大規模改造工事完了
25 校舎耐震工事・大規模改修工事完了

　

南
郷
中
学
校
の
閉
校
式
は
、
３
月

26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒

を
は
じ
め
、
教
職
員
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
、
町
関
係
者
ら
多
く
の
方
々

が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

大
宅
町
長
の
式
辞
、
渡
部
謙
一
教

育
委
員
長
に
よ
る
告
示
、
目
黒
智
夫

閉
校
式
実
行
委
員
長
の
主
催
者
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
馬
場
勇
校
長
が
「
南

郷
中
学
校
は
、
昭
和
53
年
の
創
立
以

来
、
地
域
の
学
校
と
し
て
愛
さ
れ
、

文
武
両
道
、
西
部
の
中
心
校
と
し
て

歩
ん
で
き
ま
し
た
。
南
郷
中
学
校
の

忍
耐
・
ひ
た
む
き
・
誠
実
と
い
う
校

風
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
南
会
津
中

学
校
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

南
郷
中
最
後
の
生
徒
会
長
で
あ
る

五
十
嵐
靖
幸
く
ん
が
、「
南
郷
中
最

後
の
年
に
最
高
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

る
た
め
、
文
化
祭
に
取
り
組
み
、
大

成
功
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
南
郷
中
学
校
は
心
の
中
に
生
き

続
け
ま
す
」
と
思
い
出
を
語
り
ま
し

た
。

　

南
郷
中
学
校
は
、
昭
和
53
（
１
９

７
８
）
年
に
大
宮
中
学
校
と
富
田
中

学
校
の
統
合
に
よ
り
創
立
。
以
来
35

年
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
競
技
に
お
い
て
は
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
全
国
大
会
に
出
場
。

駅
伝
や
剣
道
で
も
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
だ

け
で
な
く
、
県
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な
ど
、

地
域
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
学
校

で
し
た
。

　

南
郷
中
学
校
の
校
舎
は
、
大
規
模

改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
４
月
か
ら
は

『
南
会
津
中
学
校
』
の
校
舎
と
な
り
、

伊
南
地
域
と
南
郷
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
学
び
舎
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

1_「南郷中学校の思い出」を語る最後の生
徒会長、五十嵐靖幸くん
2_閉校記念誌は、南郷地域の全戸に配付さ
れました。
3、4_最後の南郷中学校校歌斉唱。生徒たち
の見事なハーモニーが会場内に響きわたりま
した。
5_馬場校長から大宅町長へ校旗が返納され
ました。
6_懐かしの写真のスライド上映も行われ、
地域とともに歩んだ南郷中学校の歴史にひた
っていました。

1

34

2

5

6

南郷中学校

地域にはぐくまれた南郷魂
思い出は心の中に生き続ける

歴
史
は
閉
じ
る

し
か
し

想
い
は
受
け
継
が
れ
る

　

明
治
以
来
、
学
校
と
は
地
域
の
中

心
で
あ
り
、
地
域
に
元
気
と
活
力
を

与
え
て
く
れ
る
存
在
で
し
た
。

　

時
の
流
れ
は
残
酷
で
、
大
き
な
社

会
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
３
月
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て

愛
さ
れ
て
き
た
４
つ
の
小
中
学
校
が

閉
校
し
ま
し
た
。

　

学
校
を
愛
し
、
盛
り
上
げ
て
こ
ら

れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
そ

の
寂
し
さ
は
計
り
知
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
の
名
前
は
確
か
に
な
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
学
校
に
か
か

わ
っ
た
全
て
の
人
々
の
中
に
、『
思

い
出
』
は
永
遠
に
残
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
４
月
新
た
に
誕
生
し
た
「
桧

沢
小
学
校
」「
南
会
津
中
学
校
」に
は
、

閉
校
し
た
４
つ
の
学
校
の
歴
史
と
伝

統
、
そ
し
て
地
域
の
想
い
を
受
け
継

い
だ
子
ど
も
た
ち
が
通
い
始
め
て
い

ま
す
。
４
つ
の
想
い
を
受
け
継
い
だ

新
し
い
学
校
の
歴
史
を
、
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
皆
さ
ん
で
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
特
集
　
閉
校
　
終
わ
り

特集　閉校
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広報みなみあいづ　平成 25 年４月号

平
成
24
年
度

南
会
津
町
教
育
委
員
会
表
彰
式

　

３
月
４
日
、
平
成
24
年
度
町
教
育
委
員

会
表
彰
式
が
御
蔵
入
交
流
館
で
行
わ
れ
、

町
の
教
育
行
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
88
人

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
（
故
）
高
橋
照
孝
（
昭
和
39
年
４
月
か

ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
旧
田
島
町
お
よ
び

南
会
津
町
立
小
・
中
学
校
医
と
し
て
尽
力
）

▼
室
井
伊
久
男
（
平
成
14
年
か
ら
平
成
23

年
ま
で
伊
南
武
道
館
少
年
剣
道
大
会
審
判

長
と
し
て
尽
力
）

▼
星  

昭
男
（
平
成
20
年
５
月
か
ら
平
成

24
年
５
月
ま
で
南
会
津
町
教
育
委
員
会
教

育
委
員
と
し
て
４
年
間
在
職
）

▼
星  

憲
嗣
（
平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成

24
年
３
月
ま
で
針
生
小
学
校
父
母
と
教
師

の
会
会
長
と
し
て
２
年
間
在
職
）

▼
桑
名  

誠
（
平
成
21
年
か
ら
平
成
24
年

３
月
ま
で
田
島
中
学
校
父
母
と
教
師
の
会

会
長
と
し
て
３
年
間
在
職
）

奨
励
賞
（
83
人
）

▼
湯
田
那な

ゆ

た
優
太
（
第
７
回
福
島
県
空
手
道

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
・
優
勝 

他
）
▼

阿
久
津  

流り
ゅ
う（
第
29
回
北
日
本
少
年
少
女

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
湯

田
大ひ
ろ
と翔
（
第
29
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
馬
場

元げ
ん
き規
（
第
65
回
県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競

技
大
会
小
５
男
子
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝 

他
）

▼
嶋  

茉ま
ひ
ろ央
（
第
20
回
関
東
甲
信
越
少
年

少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
・
優
勝
）
▼
佐
藤  

陸り
く
（
第
20
回
関
東
甲
信
越
少
年
少
女
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
・
優
勝
）
▼
渡
部
桐と
う
こ子
（
第

29
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
・
３
位
）
▼
菊
地
朝あ
さ
と仁
（
第
65
回

県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会
小
６
男

子
大
回
転
・
優
勝
）
▼
中
丸
雄ゆ
う
や哉
（
第
64

回
県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会
小
５

男
子
大
回
転
・
優
勝
）
▼
目
黒
冬と
う
ま馬

（
第

33
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
公
式
記

録
会
男
子
大
回
転
・
優
勝 

他
）
▼
村
上

朋と
も
や也

（
第
８
回
全
国
小
学
校
学
年
別
柔
道

大
会
福
島
県
予
選
会
・
優
勝
）
▼
渡
部

雄ゆ
う
ひ飛

（
第
22
回
福
島
県
少
年
空
手
道
選
手

権
大
会
・
優
勝 

他
）
▼
高
橋
龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
（
第

70
回
記
念
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東

北
空
手
道
選
手
権
大
会
・
３
位 

他
）
▼

大
嶋  

仁じ
ん

（
第
22
回
福
島
県
少
年
空
手
道

選
手
権
大
会
・
優
勝 

他
）▼
渡
部
禄さ
ち
や也（

第

38
回
福
島
県
中
学
校
体
重
別
柔
道
選
手
権

大
会
・
優
勝
）
▼
大
嶋  

柚ゆ
ず

（
第
65
回
県

総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会
中
２
女
子

大
回
転
・
優
勝
）
▼
五
十
嵐
壮そ
う
し志
（
第
65

回
県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会
ク
ロ

カ
ン
中
２
男
子
・
優
勝
）
▼
菅
家
亜あ

き紀
（
第

55
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競

技
大
会
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
小
野

岳が
く
よ
う陽
（
第
65
回
県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競

技
大
会
中
３
男
子
大
回
転
・
優
勝 

他
）

▼
酒
井
沙さ
お
り織
（
第
65
回
県
総
体
ス
ポ
少
ス

キ
ー
競
技
大
会
ク
ロ
カ
ン
中
３
女
子
・
優

勝
）
▼
酒
井
晴は
る
か加
（
第
65
回
県
総
体
ス
ポ

少
ス
キ
ー
競
技
大
会
中
３
女
子
大
回
転
・

優
勝 

他
）
▼
目
黒
綾あ
や
な菜

（
第
65
回
県
総

体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会
中
３
女
子
大

回
転
・
優
勝
）
▼
中
丸
菜な

お緒
（
第
58
回
福

島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
大

会
女
子
回
転
・
優
勝 

他
）
▼
渡
部  

颯は
や
て（
第

58
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
大
会
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
渡
部

楽が
く
や也

（
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
大
会
・
優
勝
）▼
角  

育い
く
み美（

第

58
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
大
会
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
五
十
嵐

達た
つ
の
り徳
（
第
58
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大

会
ス
キ
ー
競
技
大
会
男
子
大
回
転
・
優
勝
）

▼
星  

啓ひ
ろ
ふ
み文

（
第
65
回
県
総
体
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
大
会
・
優
勝
）
▼
湯
田  

光ひ
か
る（

第

67
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大

会
・
５
位 

他
）
▼
猪
股
樹じ
ゅ
き
あ

希
亜
（
第
67

回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大

会
・
５
位
）
▼
大
竹
真ま

な

と
南
斗
（
第
67
回
国

民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会
・
５

位
）
▼
小
椋
慎し
ん
や也
（
第
67
回
国
民
体
育
大

会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会
・
５
位
）
▼
湯

田
雅ま
さ
き暉
（
第
67
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
大
会
・
３
位
）
▼
湯
田
浩こ
う
せ
い成（
第

30
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
全
関
東

空
手
道
競
技
大
会
・
優
勝 

他
）
▼
五
十

嵐
大だ
い
す
け介
（
第
12
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ

ス
リ
ン
グ
大
会
・
優
勝
）
▼
楠  

正ま
さ
と
き時
（
平

成
24
年
支
部
対
抗
安
全
狩
猟
射
撃
大
会
・

優
勝
）
▼
田
中
啓け
い
こ子
（
産
経
新
聞
杯
争
奪

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
新
潟
県
津
南
大
会
・

優
勝
）
▼
湯
田  

忠た
だ
し（
産
経
新
聞
杯
争
奪

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
新
潟
県
津
南
大
会
・

優
勝
）
▼
り
ん
ど
う
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
＝
中
山
真ま

な奈
・
栗
橋

未み

さ

と
沙
音
・
大
竹
未み

く来
・
湯
田
紗さ

な那
・
吉
村

な
つ
め
・
桜
木
菜な

な

み
々
美
・
佐
藤 

伶れ
い

・
湯

田
結ゆ

な那
・
鹿
目  

遥は
る
か・

湯
田
真ま

お生
・
皆
川

莉り

な那
・
大
竹
杏あ

み実
・
湯
田
寧ね

ね々

・
福
田

紗さ
ゆ
み弓

・
山
田
奈な
な
み波

（
第
65
回
県
総
体
ス
ポ

少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
優
勝
）
▼
星  

有ゆ
う
と人
（
第
70
回
記
念
全
日
本
空
手
道
連
盟

和
道
会
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
・
団
体

２
位
）
▼
舟
木
和か
ず
や也

（
第
62
回
全
国
青
年

大
会
柔
道
競
技
・
団
体
３
位
）
▼
神
田

芳ほ
う
ぜ
ん全（

第
62
回
全
国
青
年
大
会
柔
道
競
技
・

団
体
３
位
）
▼
湯
田
葵き

り

あ
里
安
（
第
36
回
こ

ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
・
最
優
秀
賞
）
▼

星  

彩あ
や
な那
（
第
36
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
・
最
優
秀
賞
）
▼
塩
生
紋あ
や
か加
（
第
57

回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
大
賞
）

▼
中
岡
咲さ

き希
（
第
56
回
福
島
県
書
き
ぞ
め

展
・
書
き
ぞ
め
大
賞
）
▼
塩
生
咲さ

き希
（
第

57
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
大

賞
）
▼
星  

愛あ
い
り璃
（
第
56
回
福
島
県
書
き

ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
大
賞
）
▼
橘  

愛あ
い
（
第

57
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
大

賞
）
▼
児
山
有ゆ

き希
（
平
成
23
年
度
Ｊ
Ａ
共

済
福
島
県
小
中
学
校
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
・

県
知
事
賞
）
▼
田
島
太
鼓
ク
ラ
ブ
龍
巳
会

＝
橋
本
龍り
ゅ
う
だ
い

大
・
橋
本
晃こ
う
だ
い大

・
阿
久
津

光こ
う
た
ろ
う

太
郎
・
星  

和や
ま
と・
草
野
琳り

な那
・
湯
田

有あ
り
さ咲
・
室
井
柚ゆ
ず
き紀
・
佐
藤  

駿し
ゅ
ん・
阿
久
津

怜れ
お
ん音
・
室
井
涼す
ず
か伽
・
大
竹
春は
る
か歌
・
大
川

桃も
も
か佳
・
阿
久
津
美み
い
な愛
（
太
鼓
祭
in
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
組
太
鼓
日
本
一
決
定
戦
・
準
優

勝 

他
）
▼
星  

貴た
か
ゆ
き之

（
第
56
回
日
本
学
生

科
学
賞
福
島
県
大
会
・
県
知
事
賞
）
▼
猪

股  

嵩た
か
し（

第
50
回
福
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
・
金
賞
）
▼
栗
城
宏こ
う
へ
い平

（
第
50
回
福

島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
金
賞
）
▼
柏

倉
亜あ

き季
（
第
64
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
・
金
賞
）
▼
湯
田
美み

か

こ
香
子
（
第
64
回
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
・
金
賞
）
▼
星  

優ゆ

り

な
里
奈
（
全
国
高
等
学
校
IT
・
簿
記
選
手

権
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
２
位
）

功
労
表
彰
（
２
人
）

功
績
表
彰
（
３
人
）
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【
課
長
相
当
職
】

▽
税
務
課
長
（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
長
）

星
不
二
夫
▽
健
康
福
祉
課
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会

福
祉
係
長
）
舟
木
由
紀
子
▽
会
計
管
理
者

兼
会
計
室
長
（
会
計
室
長
補
佐
兼
会
計
係

長
）
芳
賀
美
恵
子
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民

課
長
（
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
長
兼
保
健

セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
所
長
）
河
原
田
光
靖

▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
す
こ
や
か
所
長
（
伊
南
保
育
所
長
兼

南
郷
保
育
所
長
）
馬
場
信
義
▽
び
わ
の
か

げ
保
育
所
長
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
文

化
財
係
長
）
渡
部
徹
▽
伊
南
保
育
所
長
兼

南
郷
保
育
所
長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
）
馬
場
正
博
▽
住
民
生
活
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
（
住
民
生
活

課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
）
長
沼
宏
▽

総
務
課
主
幹（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）

杉
原
一
成

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
総
務
課

長
補
佐
兼
行
政
経
営
係
長
）
馬
場
秀
成
▽

総
合
政
策
課
長
補
佐
兼
企
画
政
策
係
長

（
総
務
課
総
務
係
長
）
月
田
啓
▽
健
康
福

祉
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
（
総
務
課

長
補
佐
《
南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長
》）
渡
部
浩
治
▽
健
康
福
祉
課
長

補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
（
農
業
委
員
会

主
任
主
査
兼
農
地
管
理
振
興
係
長
）
馬
場

純
也
▽
農
林
課
長
補
佐
兼
林
政
係
長
（
総

合
政
策
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
）
野

中
英
昭
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

（
建
設
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
）
大
橋
三

郎
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼
農
地

管
理
振
興
係
長
（
環
境
水
道
課
主
任
主
査

兼
業
務
係
長
）
渡
部
守
一
▽
生
涯
学
習
課

長
補
佐
兼
文
化
財
係
長
（
南
郷
総
合
支
所

振
興
課
主
任
主
査
兼
農
林
建
設
係
長
）
酒

井
浩
哉
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
長
補
佐

兼
農
林
建
設
係
長
（
南
郷
総
合
支
所
振
興

課
長
補
佐
兼
環
境
水
道
係
長
）
星
義
春
▽

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
所
長
補
佐
（
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
主
任
主
査
《
所
長

補
佐
》）
星
欣
一
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興

課
長
補
佐
兼
環
境
水
道
係
長
（
伊
南
総
合

支
所
振
興
課
長
補
佐
兼
農
林
建
設
係
長
）

湯
田
信
隆
▽
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
南
郷
所

長
補
佐
（
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
南
郷
主
任

主
査
《
キ
ャ
ッ
プ
》）
馬
場
勲
▽
南
郷
保

育
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
（
び
わ
の
か

げ
保
育
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
）
湯
田

文
枝
▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
長
補
佐
兼
主

任
保
育
士
（
伊
南
保
育
所
長
補
佐
兼
主
任

保
育
士
）
芳
賀
ひ
と
み
▽
伊
南
保
育
所
長

補
佐
兼
主
任
保
育
士
（
南
郷
保
育
所
長
補

佐
兼
主
任
保
育
士
）
馬
場
真
利
江
▽
総
合

政
策
課
主
任
主
査
兼
広
報
情
報
係
長
（
住

民
生
活
課
主
任
主
査
兼
消
防
交
通
係
長
）

渡
部
浩
明
▽
住
民
生
活
課
主
任
主
査
兼
戸

籍
住
民
係
長
（
総
合
政
策
課
広
報
情
報
係

長
）
廣
野
友
一
郎
▽
商
工
観
光
課
主
任
主

査
兼
商
工
振
興
係
長
（
総
合
政
策
課
企
画

政
策
係
長
）
平
野
芳
和
▽
会
計
室
主
任
主

査
兼
会
計
係
長
（
会
計
室
主
任
主
査
）
室

井
康
子
▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
主
任
主

査
兼
企
画
観
光
係
長
（
住
民
生
活
課
戸
籍

住
民
係
長
）
阿
久
津
正
人
▽
伊
南
総
合
支

所
町
民
課
主
任
主
査
兼
総
務
係
長
（
商
工

観
光
課
商
工
振
興
係
長
）
目
黒
智
夫
▽
伊

南
総
合
支
所
振
興
課
主
任
主
査
兼
環
境
水

道
係
長
（
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
任
主

査
兼
総
務
係
長
）
馬
場
誠
▽
南
郷
総
合
支

所
振
興
課
主
任
主
査
兼
農
林
建
設
係
長

（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
任
主
査
兼
環

境
水
道
係
長
）
大
桃
仁
▽
税
務
課
主
任
主

査
（
教
育
委
員
会
分
室
主
任
主
査
）
小
林

礼
子
▽
住
民
生
活
課
主
任
主
査
（
環
境
水

道
課
主
任
主
査
）
小
勝
政
一
▽
教
育
委
員

会
分
室
主
任
主
査
（
教
育
委
員
会
分
室
主

査
）
斎
藤
清
▽
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
主

任
主
査
（
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
主
査
）

五
十
嵐
宣
彦

【
係
長
相
当
職
】

▽
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係
長
（
舘
岩
総

合
支
所
振
興
課
企
画
観
光
係
長
）
星
良
栄

▽
住
民
生
活
課
消
防
交
通
係
長
（
総
合
政

策
課
主
査
《
鉄
道
利
用
活
性
化
担
当
》）

渡
部
秀
介
▽
税
務
課
収
税
係
長
（
税
務
課

主
査
）
阿
久
津
勝
英
▽
環
境
水
道
課
業
務

係
長
（
税
務
課
収
税
係
長
）
湯
田
紳
介
▽

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
健
康
福
祉
係
長

（
健
康
福
祉
課
主
査
）
近
藤
厚
▽
建
設
課

土
木
係
長
（
建
設
課
主
査
）
星
徹
也
▽
伊

南
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係
長
（
舘

岩
総
合
支
所
町
民
課
健
康
福
祉
係
長
）
小

山
美
香
▽
総
務
課
主
査
（
住
民
生
活
課
主

査
）
中
島
良
▽
総
合
政
策
課
主
査
（
総
務

課
主
査
《
福
島
県
派
遣
》）
須
江
健
太
▽

総
合
政
策
課
主
査
（
総
務
課
主
査
）
湯
田

賢
史
▽
税
務
課
主
査（
環
境
水
道
課
主
査
）

星
彰
▽
税
務
課
主
査（
健
康
福
祉
課
主
査
）

河
原
田
宏
文
▽
住
民
生
活
課
主
査
（
舘
岩

総
合
支
所
町
民
課
主
査
）
大
山
里
美
▽
健

康
福
祉
課
主
査
（
議
会
事
務
局
主
査
）
湯

田
昌
伸
▽
農
林
課
主
査
（
伊
南
総
合
支
所

振
興
課
主
査
）
芳
賀
隆
徳
▽
環
境
水
道
課

主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
梅

宮
朋
伯
▽
環
境
水
道
課
主
査
（
農
林
課
主

査
）
山
内
大
和
▽
環
境
水
道
課
主
査
（
建

設
課
主
査
）
河
原
田
庄
佐
▽
建
設
課
主
査

（
総
務
課
主
査
）
湯
田
高
史
▽
会
計
室
主

査
（
税
務
課
主
査
）
星
千
恵
▽
議
会
事
務

局
主
査
（
農
林
課
主
査
）
舟
木
浩
隆
▽
学

校
教
育
課
主
査
（
建
設
課
主
査
）
湯
田
浩

史
▽
生
涯
学
習
課
主
査
（
健
康
福
祉
課
主

査
）
馬
場
和
伸
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課

主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
星

文
夫
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
生

涯
学
習
課
主
査
）
星
加
奈
子
▽
舘
岩
総
合

支
所
振
興
課
主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
町
民

課
主
査
）
芳
賀
昭
和
▽
舘
岩
総
合
支
所
振

興
課
主
査
（
環
境
水
道
課
主
査
）
星
一
伸

▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
（
学
校
教

育
課
主
査
）
平
野
知
則
▽
伊
南
総
合
支
所

町
民
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）
羽
染
さ
お

り
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
南
郷

総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
平
野
貴
司
▽
南

郷
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
伊
南
総
合
支

所
町
民
課
主
査
）
目
黒
か
お
る
▽
住
民
生

活
課
主
査
（
住
民
生
活
課
副
主
査
）
廣
野

由
美
▽
税
務
課
主
査
（
税
務
課
副
主
査
）

星
良
太
郎
▽
総
合
政
策
課
主
査
（
総
合
政

策
課
副
主
査
）
小
椋
恵
司
▽
舘
岩
幼
稚
園

主
任
教
諭
（
舘
岩
幼
稚
園
副
主
任
教
諭
）

大
竹
順
子
▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
技

査
（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
副
保
育
技
査
）

芳
賀
香
織

【
係
員
相
当
職
】

▽
総
合
政
策
課
副
主
査
（
総
合
政
策
課
主

事
）
藤
澤
奈
々
恵
▽
税
務
課
副
主
査
（
総

合
政
策
課
副
主
査
）
佐
藤
亜
衣
▽
健
康
福

祉
課
副
保
健
技
査
（
南
郷
総
合
支
所
町
民

課
副
保
健
技
査
）
今
野
円
▽
健
康
福
祉
課

副
主
査
（
健
康
福
祉
課
主
事
）
星
貴
晴
▽

農
業
委
員
会
副
主
査（
農
業
委
員
会
主
事
）

菊
地
正
彦
▽
田
部
原
保
育
所
副
保
育
技
査

（
田
部
原
保
育
所
保
育
士
）
渡
部
優
希
子

▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
兼
教
育
委
員
会

分
室
副
主
査
（
生
涯
学
習
課
主
事
）
渡
部

浩
一
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
副
主
査

（
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
副
主
査
）
平
野

宗
則
▽
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
副
保
健
技

査（
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
副
保
健
技
査
）

橘
千
絵
▽
建
設
課
主
事
（
住
民
生
活
課
主

事
）
星
太
樹
▽
農
林
課
主
事
（
学
校
教
育

課
主
事
）目
黒
拓
▽
生
涯
学
習
課
主
事（
生

涯
学
習
課
兼
図
書
館
主
事
）
成
田
和
美
▽

教
育
委
員
会
分
室
主
事
（
生
涯
学
習
課
主

事
）
室
井
一
仁
▽
南
郷
総
合
支
所
町
民
課

主
事
（
税
務
課
主
事
）
山
越
貴
幸
▽
南
郷

保
育
所
保
育
士
（
伊
南
保
育
所
保
育
士
）

馬
場
美
沙
子

【
技
能
労
務
職
】

▽
舘
岩
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
（
舘

岩
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
大
山
勝
利
▽

田
島
小
学
校
主
任
用
務
員
（
田
島
小
学
校

用
務
員
）
星
千
代
江
▽
南
会
津
中
学
校
主

任
用
務
員
（
伊
南
中
学
校
主
任
用
務
員
）

馬
場
利
江

【
派
遣
】

▽
一
般
財
団
法
人
南
会
津
町
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
（
総
務
課
主
幹
）
山
根

博
▽
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
新

消
防
体
制
整
備
推
進
室
長
（
農
林
課
長
補

佐
兼
林
政
係
長
）
小
寺
俊
和
▽
福
島
県
派

遣
（
税
務
課
主
査
）
阿
久
津
政
臣

人 

事 

異 

動

平
成
25
年
４
月
１
日
付

◇
新
規
採
用

▽
総
務
課
主
事　

児
山
裕
巨
▽
健
康
福
祉

課
主
事　

長
沼
歩
▽
建
設
課
主
事　

川
井

匠
▽
学
校
教
育
課
主
事　

楠
祐
馬
▽
生
涯

学
習
課
主
事　

根
本
真
衣

◇
退
職

星
光
幸（
参
事
兼
税
務
課
長
）渡
部
仁（
健

康
福
祉
課
長
）
大
竹
洋
一
（
舘
岩
総
合
支

所
町
民
課
長
）
河
原
田
善
一
（
伊
南
総
合

支
所
町
民
課
主
任
主
査
兼
住
民
税
務
係

長
）
星
光
恵
（
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主

任
主
査
）
大
竹
富
士
子
（
南
郷
保
育
所
主

任
保
育
士
）
樋
口
保
恵
（
び
わ
の
か
げ
保

育
所
保
育
技
査
）

組織の改編について
４月１日より役場組織の一部が改編されます。

１　「子育て支援係」の新設
　　これからの南会津町を担う子どもたちの健
　やかな成長を支援するため、健康福祉課内に
　「子育て支援係」を設置します。

健康福祉課 介護保険係
社会福祉係

健康増進係

子育て支援係
社会福祉係

介護保険係
健康増進係

健康福祉課

総務課 財政係
秘書係

行政経営係

総務係

管財係

秘書係
総務係

財政係
管財係

総務課

旧組織

新組織

２　「行政経営係」の廃止
　　総務課行政経営係を廃止し、分掌事務につ
　いては、総合政策課企画政策係に所管替えし
　ます。

旧組織

新組織
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町内の8町立小学校で、3月22日、卒業式が行われ、
143人の児童が学びやを後にしました。

　４月に統合し桧沢小学校となった針生、檜沢の両小
学校では最後の卒業式となりました。
　針生小学校では、宇内伸一校長先生が7人の卒業生
に卒業証書を授与した後、「皆さんは針生小が自信を
持って中学校へ送り出せる生徒に育ってくれました。
目標へ向かって、これからも努力を続けてください」
と激励しました。
　檜沢小学校では、14人が卒業。室井榮子校長先生
から卒業証書を受け取った後、卒業生は壇上で思い出
と将来の夢を発表しました。

町立の6中学校の卒業式は、3月13日に行われ、　
177人の生徒に卒業証書が授与されました。

　４月に統合し南会津中学校となった伊南、南郷の両
中学校では最後の卒業式となりました。
　南郷中学校では、馬場勇校長先生が33人の卒業生
に卒業証書を授与、「中学生活で培ったひたむきな姿
勢を持ち続け、多様な考え、実行力を併せ持った柔軟
な人になってほしい。また、感謝の心を忘れない人に
なってください」と卒業生たちを激励しました。

希望を胸に学びやを後に
町内小中学校で卒業式

インドと絆を深めた６日間

　3月5 ～ 10日、海外の青少年交流ＪＩＣＥキズナプ
ロジェクト事業の一環で、インドの大学生138人が本
町を訪れ、さまざまなプログラムを体験しました。
　大学生たちは、東日本大震災や原発事故からの復興
状況、および本町の風評被害について、大宅町長や関
係者からの講話等を聞き、理解を深めていました。
　彼らが体験したプログラムの中には、町内小学校の
訪問もあり、授業参観や校内清掃体験を行うなど、子
どもたちと交流を深めました。
　また、農村生活体験推進協議会の各農家へのホーム
ステイも行われました。大学生たちは、それぞれの家
庭で日本の文化、南会津の生活を体験し、感銘を受け
ていたようです。
　最終日の10日に行われた「帰国後アクション発表
会」では、『インドに帰国後は、それぞれがフェイス
ブックやインドの新聞などへ正しい情報発信を行い、
日本の復興、そして南会津町の風評被害払拭の一助に
なるよう、応援します』と約束してくれました。
　南会津町の美しい自然と町民の温かい心に触れた彼
ら。インド全土に“南会津”を発信してくれることでし
ょう。 6日間にわたり、さまざまな体験をしたインドの大学生たち

　3月12日、檜沢中学校に新しい校旗が寄贈され、同
校で贈呈式が行われました。
　校旗を寄贈されたのは、同校の昭和31年度から昭
和41年度卒業生の皆さん。自分たちの還暦祝いを積
み立てて、このたび校旗を作成されました。
　贈呈式には卒業生を代表して芳賀沼順一さん（上塩
江）が訪れ、渡部早苗校長と生徒会長の和田啓

ひ ろ き

生くん
に新しい校旗を手渡されました。

卒業生が校旗を寄贈
檜沢中学校で贈呈式

寄贈された校旗は翌13日の卒業式で披露されました。

キズナ強化プロジェクト

　

３
月
31
日
に
百
歳
と
な
ら
れ
た
平
野
ト
ク

ヱ
さ
ん
（
耻
風
）
へ
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、同
日
、

耻
風
の
清
水
屋
旅
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
内
保
二
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
長
か

ら
賀
寿
状
と
記
念
品
の
木
杯
の
伝
達
が
行
わ

れ
た
後
、
町
長
か
ら
賀
寿
状
と
祝
い
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
曾
孫
の
平
野
愛
奈
さ
ん
か
ら
花

束
が
贈
ら
れ
、
長
男
の
平
野
源
太
郎
さ
ん
が

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
を
た
ず
ね
る
と
、「
気
楽
に

百
歳
賀
寿

平
野
ト
ク
ヱ
さ
ん
（
耻
風
）

描き続けて13人目

　3月18日、本庁在住の画家 室井秀光さん（関本）
から、荒海小学校長の佐藤英代先生（当時）へ肖像画
が手渡されました。
　室井さんが荒海小学校の歴代校長を描くのは、佐藤
先生で13人目。昭和54（1979）年から、自身の母校
ある同校の退職校長の肖像画を手がけてられていま
す。初の女性校長の肖像画でしたが、「佐藤先生の優
しさ、温かさが表現できた」と室井さんは満足そうで
した。

肖像画を寄贈した室井さん（右）と、佐藤校長（中央）、
阿久津勝英PTA会長

室井秀光さん、荒海小へ肖像画寄贈
わ
が
ま
ま
ば
か

り
で
、
ご
ち
そ

う
ば
か
り
食
べ

る
こ
と
」
と
元

気
に
語
っ
て
く

れ
た
ト
ク
ヱ
さ

ん
。
好
き
嫌
い

な
く
何
で
も
食

べ
る
こ
と
が
秘

訣
な
ん
で
す

ね
。

針生小最後の卒業生となった7人

在校生から花束をもらい
退場する卒業生（檜沢小）

万感胸に、思わず涙
（南郷中）

　3月23日、町立保育所で満了式が行われました。
　びわのかげ保育所では、45人の児童一人一人に保
育証書が授与されました。証書を受けた後、子どもた
ちは元気に育ててくれた親に「おいしいご飯をありが
とう」など感謝の言葉を口にしました。
　最後の退場の際には、「将来の夢」を発表。「ケーキ
屋さんになりたい」「消防士になりたい」などの夢を
持って、この春、子どもたちは小学生になります。

夢を持って、小学生へ
町立保育所満了式

元気に歌を歌った子どもたち。4月からは小学生です。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

山の間伐材と商品券を交換します
間伐材１㎥につき１万円分の商品券

中学２年の夏、海外を体験しよう！
南会津町中学生海外派遣事業

■問い合わせ：学校教育課
　　　　　　　0241-62-6300

南   

会
津
町
で
は
、
今
年
度
、
中

学
２
年
生
を
対
象
に
、「
南
会

津
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
21
世
紀
を
担
う
中

学
生
を
外
国
に
派
遣
し
、
現
地
の

人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
豊
か
な

国
際
感
覚
と
日
本
人
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
感
を
身
に
つ
け
、
国
際
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
派
遣
生
を
次
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

▽
事
業
概
要

■
派
遣
先

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー

■
派
遣
期
間

　

８
月
１
日
（
木
）
～
10
日
（
土
）

　

ま
で
の
10
日
間

■
派
遣
人
数

　

18
人

■
参
加
費
用

　

10
万
円
（
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
用

　

等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

■
募
集
期
間

　

４
月
22
日
（
月
）
ま
で

■
応
募
資
格

①
南
会
津
町
立
の
第
２
学
年
に
在
学

　

し
て
い
る
生
徒

②
心
身
共
に
健
康
で
、
海
外
滞
在
期

　

間
の
生
活
に
適
応
で
き
る
生
徒

③
主
催
者
の
計
画
に
従
っ
て
、
規
律

　

あ
る
行
動
の
で
き
る
生
徒

④
こ
の
事
業
の
趣
旨
・
研
修
内
容
を

　

よ
く
理
解
し
、
地
域
社
会
に
貢
献

　

し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
生
徒

⑤
主
催
者
が
実
施
す
る
事
前
研
修
会

　
（
４
回
程
度
）、
結
団
式
、
帰
国
報

　

告
会
等
に
参
加
で
き
る
生
徒

⑥
こ
の
事
業
の
応
募
に
保
護
者
が
同

　

意
し
て
い
る
生
徒

■
応
募
方
法

　

参
加
申
込
書
を
在
学
し
て
い
る
中

　

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
申
込
書

　

在
学
し
て
い
る
中
学
校
ま
た
は
、

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
備
え

　

て
あ
り
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
選
考

　

委
員
会
を
開
き
、
第
一
次
選
考
、

　

第
二
次
選
考
を
経
て
派
遣
生
を
決

　

定
し
ま
す
。

　間伐を行うと暗い林に光が入り、林床に豊か
な生態系が形成され将来的に健全で活力ある森
林へと育っていきます。このことによって国土
の保全、水源の涵養、地球温暖化の防止などの
機能が十分に発揮されます。
　あなたの大切な森林を守り育て、次世代につ
なぐため、間伐を進めましょう。

●  集積場所
　　丹藤旧ごみ最終処分場～丹藤地内（田島）
　　番屋ストックヤード～番屋地内（舘岩）
　　青柳チップ工場（旧西部林産）～青柳地内（伊南）
　※どの場所へも搬入できます。

●  事業の内容
　　間伐材１㎥あたり１万円分の商品券と交換
　　いたします。なお、商品券は 500 円単位で、
　　端数は切り捨てとなります。

●  間伐の前に「伐採届出」を忘れずに
　　森林の種類により、実施の 30 日前までに　
　　届出が必要です。間伐を進める際には、農
　　林課または各総合支所振興課までお問い合
　　わせください。

●  持ち込みの前に…
　　持ち込みをされる方は、事前にお近くの各
　　森林組合に電話でお知らせください。

●  持ち込みの条件
　・木材の長さ 1m 以上、直径 10cm 以上で、
　　1 回の搬入につき 0.5㎥以上の量であること。
　・枝払いがされていること。
　・搬入される方が指定された場所へ積み降ろ
　　してください。
　　！ 次の木材は受け入れできません。
　　　・皆伐材（皆伐に伴う残材を含みます。）
　　　・極端な曲がり、腐敗、細切れなどの再
　　　　利用ができない木材
　　　・南会津町以外で発生した木材
　　　・不法伐採による木材

●  自分で間伐や運搬ができない方は
　　各森林組合にご相談ください。費用を見積
　　もりいたします。

■問い合わせ
　南会津町農林課　　　0241-62-6220
　舘岩総合支所振興課　0241-78-3340
　伊南総合支所振興課　0241-76-7716
　南郷総合支所振興課　0241-72-2113
　田島森林組合　　　　0241-62-1143
　舘岩村森林組合　　　0241-78-2006
　伊南村森林組合　　　0241-76-2103

奨励賞受賞を報告に訪れた室井会長（右から2人目）
ほか関係者の皆さん

　このたび「第18回環境保全型農業推進コンクール」
で、会津みなみ農業協同組合花卉連絡協議会（室井和
之会長）が奨励賞を受賞されました。
　同連絡協議会は、南会津の豊かな自然環境を守りな
がら、持続的な花き産地の発展を目指すため、当地方
の3大主要花き品目である「りんどう、宿根かすみそう、
カラー」で対象生産者80名全員がエコファーマーの認
定を受けるなどが評価されての受賞となりました。

持続的な花き栽培で奨励賞

　3月27日、役場本庁で「家族経営協定締結式」
が行われました。
　「家族経営協定」とは、農業を営む家族が互
いの意見を尊重し、安定的で効率的な農業経営
を確立し、健康で明るい家庭生活を築くことを
目的とする協定です。
　今回は、町内で農業を営む、湯田浩仁さん家
族（田部）、渡部善蔵さん家族（金井沢）、酒井
圭さん家族（鴇巣）、星 哲康さん家族（鴇巣）、
馬場相任さん家族（界）の5家族が協定を締結
しました。

家族経営協定締結式

家族みんなで効率的な農業経営

第18回環境保全型農業推進コンクール

　3月26日、木伏地区営農改善組合（星勝行組合長）が、
2012（平成24）年度豊かなむらづくり顕彰事業の「む
らづくり部門」で表彰されました。
　この顕彰は、農業振興や地域活性化に向けて取り組
む県内の営農団体をたたえるものです。
　同組合は、水田農業の維持・発展や集落活性化を目
的として発足。直売所で野菜や手工芸品、つる細工製
品も販売し、生産意欲の向上に結びついている点など
が評価されての受賞となりました。

意欲向上、生きがいづくりを評価
木伏地区が豊かなむらづくり顕彰受賞

受賞報告で町長室を訪れた
木伏地区営農改善組合の皆さん

さいたま市で合同写真展
南会津写真家連盟

　南会津写真家連盟（広野資郎代表）は、3月
12 ～ 17日の6日間、埼玉県さいたま市立大宮
図書館において、写真展を行いました。
　この写真展は、さいたま市の写真クラブ「フ
ォト彩路」と合同で行われたもので、今回、南
会津写真家連盟は、原発事故による風評被害を
払しょくするとともに、南会津の自然が安心し
て撮影できることを多くの方に理解していただ
くため、四季折々の写真を展示しました。
　期間中700人の来場者の目を楽しませた写真
展。安心・安全な南会津をＰＲできました。

多くの来場者が南会津の写真に見入っていました。

家族経営協定を締結した皆さん
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役 場 か ら の お 知 ら せ

年に１回、愛犬に愛情一本
狂犬病予防注射のお知らせ

■問い合わせ：環境水道課　　　舘岩総合支所振興課　　　　　　　　　　　　　伊南総合支所振興課　　南郷総合支所振興課
　　　　　　　　0241-62-6140　　0241-78-3335　　　　　　　　　　　　　　　  0241-76-7717　　　　   0241-72-2114

　年に１度の狂犬病予防注射の季節になりまし
た。狂犬病は、人に感染し発症するとほぼ 100％
の確率で死に至る大変恐ろしい感染症で、人へ
の感染は、ほとんどが犬に噛まれることが原因
です。
　町では、畜犬登録および狂犬病予防注射を次
のとおり実施しますので、必ず受けられるよう
お願いいたします。
　なお、都合により受けられない方は、動物病
院などで受けさせてください。

　●  実施日
　　　右の日程一覧により実施いたします。

　●  注射の際に持参するもの
　　①手数料

　　　・狂犬病予防注射　1 頭につき 3,100 円
　　　　【内訳】注射済票交付手数料 550 円
　　　　　　　  予防注射料金 2,550 円

　　　・新規登録の場合、登録申請料 3,000 円
　　②問診票
　　　犬の登録をされている方へ別途案内通知
　　　とともに問診票を送付しますので、必要
　　　事項を明記のうえ、当日ご持参ください。

　●  注射にあたってのお願い
　　・必ず犬を静止させることができる方が、　

　　　注射会場まで連れてきてください。（獣医
　　　師および町職員では対応しかねます。）
　　・犬の体は清潔にし、安静状態で連れてき
　　　てください。
　　・引き綱は、丈夫な鎖等を使用し、首輪の
　　　点検も行ってください。
　　・ご自宅へ伺っての注射はできませんので、
　　　あらかじめご了承ください。
　　・犬が妊娠・病気等の状態にあるときは、　
　　　必ず注射前に申し出て獣医師の指示を受
　　　けてください。
　　・フンの始末のできるものを持参してくだ
　　　さい。
　　・犬が死亡したり、譲って飼育していない
　　　場合は届出ください。

　●  田島地域の方へ
　　　右に記載の４日間に注射を受けられない
　　　場合は、下記のいずれかの会場で受けて
　　　ください。

南 郷 地 域
木　伏 木伏集会所前 9：30 ～ 9：40

大　橋 大橋集会所前 9：50 ～ 10：00

山　口 南郷体育館前 10：10 ～ 10：30

台板橋 台板橋集会所前 10：40 ～ 10：50

鴇　巣 鴇巣集会所前 11：00 ～ 11：10

宮　床 宮床集会所前 11：20 ～ 11：30

界 界公民館前 11：40 ～ 11：50

片　貝 片貝集会所前 13：10 ～ 13：20

下　山 下山集会所前 13：30 ～ 13：40

和泉田 和泉田改善センター前 13：50 ～ 14：10

東 東集会所前 14：30 ～ 14：40

田　島 役場本庁舎前 9：00 ～ 9：50

荒　海 農村環境改善センター前 10：10 ～ 10：55

桧　沢 桧沢地区公民館前 11：15 ～ 12：00

4 22日 月

舘 岩 地 域
木　賊 木賊生活改善センター前 9：00 ～ 9：10

上ノ原 停留所前 9：15 ～ 9：20

小高林 小高林公民館前 9：25 ～ 9：30

助木生 星信生様宅前 9：35 ～ 9：40

穴　原 停留所前 9：45 ～ 9：55

たのせ 停留所前 10：00 ～ 10：05

塩ノ原 芳賀ウメノ様宅前 10：10 ～ 10：20

福　渡
芳賀芳男様宅前 10：30 ～ 10：40

芳賀博之様宅前 10：40 ～ 10：50

松戸原 舘岩総合支所前 11：00 ～ 11：10

戸　中 戸中集会所前 11：15 ～ 11：25

熨斗戸 盛清隆様宅前 11：35 ～ 11：45

伊与戸 星隆様宅前 11：50 ～ 11：55

押　戸 橘健作様宅前 13：20 ～ 13：25

貝　原 貝原公民館前 13：30 ～ 13：40

湯ノ花
星健一様宅前 13：50 ～ 14：00

湯ノ花温泉交流センター前 14：00 ～ 14：10

水　引 水引公民館前 14：20 ～ 14：25

舘 岩 地 域
番　屋 ごみ集積所前 9：05 ～ 9：10

岩　下
岩下交流促進センター前 9：15 ～ 9：25

みどりや商店様前 9：25 ～ 9：35

精　舎 精舎集会所前 9：40 ～ 9：45

井　桁 井桁集会所前 9：50 ～ 10：00

会津高原 ペンション大きな栗の木様前 10：10 ～ 10：20

高杖原 高杖原集会所前 10：25 ～ 10：40

八　総 阿久津政臣様宅前 10：45 ～ 10：55

森　戸 星定一様宅前 11：00 ～ 11：10

伊 南 地 域
多々石 山の学習体験交流センター前 9：30 ～ 9：35

青　柳 青柳生活改善センター前 9：45 ～ 9：55

小　塩 小塩集会所前 10：00 ～ 10：10

宮　沢 宮沢集会所前 10：15 ～ 10：20

浜　野 川の学習体験交流センター前 10：25 ～ 10：35

白　沢 旧白沢公民館跡 10：45 ～ 10：55

古　町 上町公民館前 11：10 ～ 11：30

耻　風 スクールバス待合所 12：30 ～ 12：40

大　原 渡部進様宅前 12：50 ～ 12：55

小立岩 平野哲様宅前 13：05 ～ 13：10

大　桃
薬師堂前 13：20 ～ 13：40

民宿渓山様前 13：50 ～ 14：00

4 23日 火

4 24日 水

4 25日 木

田 島 地 域
今　生 枇杷の影運動公園駐車場

（永田橋下） 9：10 ～ 9：20

永　田
鷲神社前 9：30 ～ 9：40

林業研修センター前  9：45 ～ 9：55

高　野
生活改善センター前 10：05 ～ 10：15

猪股和美様宅前 10：20 ～ 10：30

佐藤和一様宅前 10：35 ～ 10：45

下塩江 林業研修センター前 10：55 ～ 11：05

上塩江 多目的集会センター前 11：10 ～ 11：20

福米沢
八巻昭夫様宅前 11：25 ～ 11：35

檜沢中学校入口駐車場 11：40 ～ 11：50

金井沢 多目的集会センター前 13：10 ～ 13：20

大豆渡 大豆渡消防屯所前 13：30 ～ 13：40

黒　沢 旧静川郵便局前 13：45 ～ 13：55

針　生

青少年旅行村中央管理棟前 14：05 ～ 14：15

針生消防屯所前 14：20 ～ 14：30

平野オチウ様宅前 14：35 ～ 14：45

石橋バス停前 14：50 ～ 15：00

5  7日 火

5  8日 水 田 島 地 域

藤　生
藤生集会センター前 9：10 ～ 9：25

上野ふれあいセンター前 9：30 ～ 9：45

古　今 生活改善センター前 9：50 ～ 10：05

糸　沢 林業研修センター前 10：15 ～ 10：30

滝　原
猪俣力三様宅前 10：40 ～ 10：55

君島正博様宅前 11：00 ～ 11：15

萩　野 萩野集会所前　 11：25 ～ 11：35

羽　塩 林業研修センター前 11：45 ～ 11：55

関　本 農村環境改善センター前 13：10 ～ 13：30

川　島 川島交流センター前 13：40 ～ 14：00

中荒井
旧中荒井住宅跡地 14：10 ～ 14：30

生活改善センター前 14：40 ～ 15：00

5  9日 木 田 島 地 域
西　町 西町消防屯所前 9：10 ～ 9：20

新　町 ㈲東部自動車整備工場様前 9：30 ～ 9：50

松　下 町営住宅水防倉庫前 10：00 ～ 10：15

大町・丹藤 行司ＮＨＫ中継所前 10：25 ～ 10：40

丹　藤 丹藤公民館前 10：50 ～ 11：05

折橋・宮本 折橋林業研修センター前 11：15 ～ 11：30

上中町・後原
中町・上町

田島体育館前 13：00 ～ 13：20

役場本庁舎前 13：25 ～ 13：55

本町・東町
・横町 南会津保健福祉事務所前 14：05 ～ 14：55

横　町
（南下原地内）山本敏廣様宅前 15：05 ～ 15：15

田 島 地 域
田　部 生活改善センター前 9：10 ～ 9：30

水　無
渡部秀一様宅前 9：40 ～ 9：50

湯田安市様宅前 10：00 ～ 10：15

栗生沢 生活改善センター前 10：25 ～ 10：40

小出原
室井運吉様宅前 10：50 ～ 11：00

津田清様宅前 11：10 ～ 11：20

長　野
( 有 ) 南会津農産前 13：00 ～ 13：10

長野林業研修センター前 13：20 ～ 13：35

田部原
１・２

田部原第二地区集会所前 13：45 ～ 14：00

田部原コミュニティーセンター前 14：10 ～ 14：25

5 10日 金

5 12日 日

御蔵入交流館開館10周年！

　平成 25 年は、御蔵入交流館が開館して 10 周
年を迎えます。開館 10 周年記念事業の主要公演
が決定しましたので、お知らせします。
　なお、その他の事業については、決定次第お
知らせします。

■松竹大歌舞伎
　●  開催日時

　　　7 月 10 日（水）　午後 6 時開演
　　　　　　　　　　　（午後 5 時開場）

　●  開催場所
　　　御蔵入交流館文化ホール

　●  入場料

　　　5,000 円（全席指定）
　　　※未就学児の入場はできません。
　●  出　演
　　　中村吉右衛門（人間国宝）、
　　　三代目中村又五郎、四代目中村歌昇　ほか

　●  演　目
　　　番町皿屋敷、襲名披露口上、連獅子
　●  発売日
　　　5 月 12 日（日）午前 9 時より

■日本通運 presents
　由紀さおり・安田祥子ファミリーコンサート
　　～うたが咲いています～
　●  開催日時

　　　9 月 28 日（土）　
　　　　午後 6 時開演

　　　（午後 5 時 30 分開場）

　●  開催場所
　　　御蔵入交流館文化ホール

　●  入場料

　　　5,000 円（全席指定）
　●  発売日
　　　6 月 30 日（日）午前 9 時より
　●  スポンサー協賛
　　　日本通運株式会社  特別協賛
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■
新
法
人
名

　

公
益
財
団
法
人  

南
会
津
町
振
興
公
社

■
旧
法
人
名

　

財
団
法
人  

田
島
振
興
公
社

■
移
行
日
（
登
記
日
）

　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

南
会
津
町
振
興
公
社

　

０
２
４
１
（
６
２
）
２
４
４
２

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
14
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

他
の
団
体
と
の
連
携
等
の
特
性
を
有
す
る

　

事
業

【
特
別
枠
】

　

一
般
枠
に
お
い
て
３
年
間
事
業
を
実
施
し

　

た
も
の
で
、
自
主
運
営
の
た
め
に
発
展
・

　

持
続
的
な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
、
広
域
的

　

な
連
携
を
有
す
る
事
業

■
補
助
対
象
者

　

主
に
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て

　

組
織
さ
れ
て
い
る
団
体

■
補
助
金
額

【
一
般
枠
】

　

補
助
対
象
事
業
費
の
10
分
の
８
以
内
で
、　

　

補
助
限
度
額
50
万
円

【
特
別
枠
】

　

補
助
対
象
事
業
費
の
10
分
の
８
以
内
で
、　

　

補
助
限
度
額
30
万
円

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
０

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課 

総
務
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
１

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課 

総
務
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
１

県
民
健
康
管
理
調
査

基
本
調
査
問
診
票
の
ご
回
答
の
お
願
い

　

県
で
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
放
射
線
の

影
響
を
踏
ま
え
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を

長
期
に
わ
た
り
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

出
発
点
と
し
て
、
問
診
票
を
ご
提
出
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
部
被
ば

く
線
量
を
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
推
計
結
果
の
通
知
が
届
い
て
い

な
い
皆
さ
ま
に
は
、
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
う
少
々
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
問
診
票
を
作
成
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ

ま
に
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
７
月
11

日
ま
で
の
ご
自
身
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
確

認
い
た
だ
く
た
め
、
問
診
票
へ
の
ご
記
入
・

ご
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

基
本
調
査
問
診
票
の
書
き
方
説
明
・
相
談
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
伺
い
し
ま
す

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県
民
健
康
管

理
調
査 

基
本
調
査
問
診
票
」
に
関
す
る
出
前

書
き
方
説
明
会
と
出
前
相
談
会
を
、
実
施
内

容
や
会
場
な
ど
の
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。

　

開
催
は
、
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
、
１
回
当
た
り

10
～
15
名
ま
で
対
応
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

　

タ
ー

　

０
２
４
（
５
４
７
）
１
７
８
６

公
益
財
団
法
人
移
行
に
伴
う

　
　
　
　
　
名
称
変
更
の
お
知
ら
せ

　

財
団
法
人
田
島
振
興
公
社
は
公
益
財
団
法

人
の
認
定
を
福
島
県
知
事
よ
り
受
け
、
平
成

25
年
４
月
１
日
よ
り
公
益
財
団
法
人
に
移
行

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
法
人
名
も
「
公
益
財
団
法

人
南
会
津
町
振
興
公
社
」
へ
変
更
を
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
南
会
津
郡
三
町
一
カ
村

　
消
防
団
春
季
連
合
検
閲
式
に
つ
い
て

　

消
防
団
の
団
結
と
規
律
を
維
持
し
、
団
員

の
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
の
任
務
を
全

う
す
る
た
め
、
春
季
連
合
検
閲
式
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
消
防
団
員
の
勇
姿
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）
午
前
９
時
～

　

南
会
津
町
田
島 

国
道
１
２
１
号
中
町
地
内

　

お
よ
び
御
蔵
入
交
流
館

　
（
雨
天
の
場
合
、
御
蔵
入
交
流
館
が
会
場
と

　

な
り
ま
す
。）

■
交
通
規
制
に
つ
い
て

　

当
日
の
午
前
８
時
～
午
前
11
時
の
間
、
国

　

道
１
２
１
号
に
て
、
一
部
交
通
規
制
が
か

　

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
住
民
生
活
課 

消
防
交
通
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課 

総
務
係

℡

申

■
審
査
基
準

【
一
般
枠
・
特
別
枠
共
通
】

①
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
。

②
住
民
の
積
極
的
な
事
業
参
加
が
あ
る
こ
と
。

③
事
業
内
容
に
発
展
性
・
持
続
性
が
あ
る
こ
と
。

④
予
算
計
画
に
十
分
な
妥
当
性
が
あ
る
こ
と
。

⑤
継
続
事
業
の
場
合
は
、
問
題
、
課
題
の
検

　

証
が
さ
れ
改
善
等
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

【
特
別
枠
】

①
自
主
運
営
計
画
に
妥
当
性
が
あ
る
こ
と
。

②
広
域
的
な
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

③
地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

■
補
助
事
業
実
施
期
間

　

原
則
１
年
間
（
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

■
申
請
に
つ
い
て

　

事
業
実
施
日
の
30
日
前
ま
で
に
申
請
し
て

問℡料問℡

日場

県民健康管理調査に基づく
39歳以下の方の健康診査のお知らせ

　東日本大震災や、その後の福島第一原子力発
電所事故により、多くの県民が健康に不安を抱
えている状況を踏まえ、福島県では、県民健康
管理調査を実施しています。
　この県民健康管理調査（長期にわたる県民の
健康の見守り）の一環として、これまで既存制
度による健康診断、健康診査を受診する機会が
なかった県民に対して、健康診査を実施するこ
とになりました。
　下記に該当する方で受診を希望される方は、
申込みされますようお知らせします。

●　対象者
　　平成 25 年 4 月 1 日時点で南会津町に住民
　登録をしている方で、※に定める既存制度の
　健診を受診する機会がない下記の方を対象と
　します。
　・昭和 49 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1　
　　日までに生まれた方
　・平成 7 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1　
　　日までに生まれた方（別途申込書が必要）
　※①労働安全衛生法に基づく健康診断
　　　（定期健康診断等）
　　②学校保健安全法第 13 条に基づく
　　　児童生徒等の健康診断
　　③県民健康管理調査として避難区域等の
　　　県民を対象として県が行う健診

● 　会場
　平成 25 年度総合健診実施会場
　　詳しくは先に配布した『平成 25 年度南会
　津町健康増進事業日程表』をご覧ください。

● 　申込み
　　受診希望日の 10 日前までに下記まで申し
　込みください。

　　受診録および詳しいチラシを送付します。

　　南会津町保健センター　0241-62-6180
　　舘岩総合支所町民課　　0241-78-3325
　　伊南総合支所町民課　　0241-76-7713
　　南郷総合支所町民課　　0241-72-2225

　

く
だ
さ
い
。

■
審
査
会
の
時
期

　

原
則
４
月
、
６
月
、
９
月
に
実
施
し
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。

■
そ
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付
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必
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な
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類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
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す
。
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津
町
元
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で
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域
づ
く
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支
援
事
業
」
の
募
集
に
つ
い
て

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
自
発
的
な
取
組
み
を
応

援
す
る
「
南
会
津
町
元
気
の
で
る
地
域
づ
く

り
支
援
事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

当
事
業
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域

力
の
維
持
強
化
に
つ
な
が
る
発
展
・
持
続
性

の
高
い
事
業
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
【
特
別
枠
】

を
設
け
、
自
主
運
営
に
向
け
た
取
組
み
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

【
一
般
枠
】

　

地
域
住
民
が
自
発
的
か
つ
創
造
的
に
実
施

　

す
る
事
業
に
お
い
て
、
地
域
性
、
先
駆
性
、

場 日

問℡

問℡問

℡問℡問℡
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４・５月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

４月１８日 木
１ 歳 児 健 康 相 談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成24年３～４月生まれ

５月１７日 金
乳 幼 児 健 康 相 談
（舘岩・伊南・南郷地域）

13：30 ～ 13：45 伊南会館
平成24年３～５月生まれ

平成24年９～ 11月生まれ

５月２１日 火
６～８か月児健康相談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成24年９～ 10月生まれ

◆乳幼児健康診査 ※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

４月１７日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平成2 4年 1 2月生まれ

５月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 2 5年１月生まれ

５月２２日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成 2 1年 1 1月生まれ

５月２９日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成23年10 ～ 11月生まれ

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241-62-6180

　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241-78-3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241-76-7713

　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241-72-2225

むし歯ゼロで元気な笑顔
今月は19人のお友だちがむし歯ゼロでした！

４月１４日 なかやクリニック

　　　　　　　℡ 0241-73-2036

　　２１日 小野木クリニック

　　　　　　　℡ 0241-76-7780

　　２８日 愛輝診療所

　　　　　　　℡ 0241-78-8688

５月　５日 あべクリニック

　　　　　　　℡ 0241-62-8733

　　１２日 きむらクリニック

　　　　　　　℡ 0241-62-5576

　　１９日 佐藤医院（下郷町）

　　　　　　　℡ 0241-67-2134

　　２６日 高橋医院

　　　　　　　℡ 0241-62-0040

※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

4・5月の日曜当番医

遠藤  修
しゅうと

斗くん

（田島）

後藤  こころちゃん

（田島）

服部  夏
な な

花ちゃん

（田島）

早川  侑
ゆ う き

希くん

（田島）

平野  功
い さ き

葵くん

（伊南）

五十嵐  紅
こ う き

樹くん

（田島）

石川  晃
こうせい

聖くん

（田島）

神谷  ひかりちゃん

（八尾市）
菅家  叶

か の ん

望ちゃん

（伊南）

河野  理
り な

名ちゃん

（田島）

栗城  京
きょうすけ

右くん

（田島）

大竹  奏
そ う し

詩くん

（田島）

三瓶  景
かげかつ

勝くん

（田島）

田部  誠
ま こ と

人くん

（田島）

橘  恵
けいすけ

佑くん

（伊南）

田口  湊
そう

くん

（田島）

遠宮  翔
つばさ

くん

（南郷）
渡部  一

い つ き

祈くん

（田島）

弓田  珠
し ゅ り

璃ちゃん

（田島）

総合健診が始まります！

　平成 25 年度総合健診が４月から始まります。
自分の健康チェックと生活習慣を見直す良い機
会です。ぜひご利用ください。
　『総合健診』では、特定健診、結核検診、胃が
ん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診、
75歳以上の方の健康診査を合わせて実施します。
　「南会津町集団健（検）診の調査・申込書」で
健（検）診を申し込まれた方については、事前
に受診録を配布いたしますので、会場へ持参く
ださい。
※健（検）診日程および料金等につきましては、
　先に配布した『平成 25 年度南会津町健康増進
　事業日程表』をご覧ください。

　●  全国健康保険協会 ( 協会けんぽ )、
　　  健康組合等に加入している方へ
　　・被扶養者の方で受診券をお持ちの方は、　
　　　集団健（検）診会場でも受診できます。
　　 ・受診の際は、「保険証」と「受診券」を健
　　　（検）診会場へご持参ください。
　　・ 受診券の発行、受診方法等については、　
　　　加入している各保険者へお問い合わせく
　　　ださい。
　　　全国健康保険協会（協会けんぽ）
　　　保健グループ
　　　024-523-3919

問

℡

年に１度の健康チェック
腕１本でできるボランティア

４月に行われる献血は、下記のとおりです。
皆さんのご協力をお願いいたします。

４月 25 日（木）
 ・田島税務署　　　　　 　10：00 ～ 11：00
 ・南会津保健福祉事務所 　11：30 ～ 12：30
 ・御蔵入交流館　　　　　 14：00 ～ 15：00  
 ・広域消防署　　　　　　 15：30 ～ 16：30
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まちの文芸

編集後記　▽この春、４つの学校がその長い歴史を閉じま
した。▽しかし、当事者である子どもたちの目は、前を見
据え、これからの未来に向けて輝いていました。▽今まで
の学校で学んだ伝統や校風、それらを受け継いだ彼らが新
しい学びやで、歴史を築いていくことでしょう。（相）

新着本紹介

【一般図書】
重機の世界　　　　　　　　　　高石　賢一　著
世界のかわいい編み物　　　　誠文堂新光社　編
モグリ　　　　　　　　　　　　安万　純一　著
春風伝　　　　　　　　　　　　　葉室　麟　著
ザ・万字固め　　　　　　　　　万城目　学　著

【児童図書】
楽しく遊ぶ学ぶくふうの図鑑　   鎌田 和宏　監修
津波をこえたひまわりさん　　    今関　信子　文
なんかヘンだを手紙で伝える　    村中　李衣　作
バルンくん　　　　　　　    こもり　まこと　作
ちょっとだけまいご　　    クリス・ホートン　作

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

５月の休館日

図書館イベントあんない

《おはなし会》

　■日  時　４月２０日（土） 午前１１時～　

　■場  所　図書館内読み聞かせコーナー

　■対  象　幼児～小学校低学年

　※申込みは不要です。

　　直接会場にお越しください。

４月の休館日 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

こどもの読書週間のご案内

 ● たくさん読もうチャレンジ

　 期間中、10 冊以上の読書に挑戦しよう。

　 見事ゴールした人はカウンターまでお知ら

　 せください。

 ● お名前シール貼り替えキャンペーン

　 希望者の利用者カードのお名前シールを、

　 かわいいキャラクター柄に貼り替えます。

４月２３日（火）～５月６日（月・祝）

５月７日（火）～１７日（金）まで館内
特別整理期間として休館させていただ

きます。
　年に一度、館内の資料を一斉点検し、資料
がきちんと在籍しているか、また、損傷など
がないかを点検するためです。この期間中の
返却は返却ポストをご利用ください。

（ＡＶ資料につきましては、５月１８日以降
にカウンターにご返却ください。）

図書館特別整理期間のお知らせ

＊　＊　＊　＊　＊　＊

　平成 25 年 3 月 31 日現在、51 名の方から、
ふるさと納税（応援寄附金）をいただきました。
　今回は 3 月 1 日から 3 月 31 日の間にふるさ
と納税（応援寄附金）をされた方を紹介いたし
ます。

【納税された方からのメッセージ】※順不同
　・大学の恩師の出身地です。
　・以前よく宿泊したことがありました。
　・旧伊南村の出身です。お世話になったふる
　　さとに恩返しの気持ちで、少しでも役に立
　　てていただければと思っております。
　・妻の故郷です。
　・息子の学校のセミナーハウスがあるので、
　　毎年スキーに行っています。

ｉふるさと納税（応援寄附金）の詳しい内
容はホームページに掲載しております。

　【ふるさと納税ホームページ】
　http://minamiaizu.org/gyousei/cat10/000215.php

■問い合わせ
　総合政策課  地域振興係　℡  0241-62-6240

住　所 氏　名

愛知県尾張旭市 武藤　巌　様

福島県会津若松市 箱﨑　マスヨ　様

長野県岡谷市 久保田　雄一　様

匿名希望 ３件

計 ６件

■ふるさと納税 （応援寄附金） へのご協力、

■ありがとうございます

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
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募集期間

５月10日(金)まで

募集内容

南会津町ゆるキャラのデザイン

応募方法
募集要項を熟読の上、持参、郵送または
メールにてご応募ください。

審査方法

１．募集期間終了後、第一次選考委員会
　　にて優秀作品を５点決定します。
２．最終選考委員会にて最優秀作品を決
　　定します。

賞  品

最優秀作品賞（１点）･･･賞金10万円
優秀作品賞（４点）･･･特産品詰め合わせ

応募・問い合わせ先

南会津町観光物産協会「南会津町ゆるキャラ係」
〒967-0006 
福島県南会津郡南会津町永田字枇杷影２
TEL  0241-62-3000　FAX  0241-62-2910
Mail  minamiaizu-kanbutsu@kmail.plala.or.jp
URL   http://www.kanko-aizu.com/

募集要項・応募用紙

『募集要項・応募用紙』は次の場所で配付してい
ます。
　・ゆるキャラ係事務局（南会津町振興公社）
　・各総合支援センター
　・南会津町役場商工観光課、各総合支所振興課
　・御蔵入交流館
　・会津田島駅
　・道の駅（たじま、きらら289、番屋）
　・まちの駅  南会津ふるさと物産館
　・町内各小中学校
　・会津田島祇園会館

ふるさと南会津町への愛着
や誇りをはぐくみ、町の

イメージ向上や定着、地域振
興を図ることを目的とし、皆
さんに愛され親しまれるマス
コットキャラクター（ゆるキ
ャラ）のデザインおよび名称
を募集します。


